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１、前回議事録確認 

薛による前回（9 月 21 日）の議事録の説明があり、特に指摘事項がありませんでした。 

   

２、報告事項 全部 9 件 

１）2015 年 3 月 14 日からの第 3 回国連防災世界会議の仙台での開催について、予定

となる詳細な分担、日程、開催地が報告されています。今年の 12 月の国連総会で

正式決定さます。２回時に建築学会の参加様子が報告され、学会本部としての参

加と支部の役割について討論がありました。 

２）11 月 25 日の学会理事会の報告、若井支部長より報告がありました。本支部に関係

する部分に関する報告がありました。東日本大震災 3 周年シンポジウムについて、

3 月 11 日、東京本部で行われる予定で、日程等の紹介がありました。北海道大会

の問題点と申し送り事項の紹介があり、今後の東北での学会時に参考とされたい。

そして、支部雇用職員について北海道支部長よりの審議がありました。特色のあ

る支部活動企画の選考で、東北支部の3テーマのうち、1テーマが採択されました。 

３）第 15 期代委員、支部役員候補者届についての報告：来年度の代議員、支部長、常

議員について：候補者に、一人を追加することを議論し、決定されていません。 

４）第 24 回東北建築作品発表会が、10 月 5 日に行われました。作品決定は、1 月とな

る予定です。 

５）第 34 回東北建築賞（研究奨励賞）の選考で、1 件の応募があり、かなり完成度が

良いので、それで決定です。 

６）9 月と 10 月の会計報告が笹渕さんからありました。特に問題がありませんでした。

本部からの金額を増やす計画があるようです。 

７）「作品選集 2014」掲載 100 作品、東北として 5 作品推薦し、4 作品が掲載するこ

とになりました。 

８）「若手会員を中心とした企画」の進歩状況報告について報告がありました。若手

会員の活動を増やそうと議論し、「特色のある支部活動」を出して採択された実績

があります。 

９）事務局 2014 年度雇用契約更新についての報告がありました。現在通りでお願いい



たします。 

１０）青森支所より日本建築学会文化賞候補業績の推薦について、青森県弘前市の 

 倉田昌直さんを推薦いたすことになりました。 

１１）東日本大震災災害調査報告書の増刷について、157500 円で 100 冊を更に増刷す

ることになります。 

  

３、審議事項 ９件 

１）2014 年度支部総会の日程・会場・担当者・付随行事いついて審議がありました。

例年通りの開催ですので、スケジュールなど詳細に紹介されました。以下いく

つか決定事項：日程：5 月 17 日に決定。 

       イベントを開催するかどうか、持ち帰り。次回決定。 

       懇親会場所についても議論があったが、例年通りになる見込み。 

２）みちのくの風 2014 年福島の開催について、日程 6 月 21 日（土）、22 日（日）

場所の福島県に郡山の日本大学工学部建築学科（70 号館）で行われます。その

詳細特に企画の内容について速水先生より紹介されました。いくつかの詳細事

項が決まりました。 

３）2014 年度、第 77 回日本建築学会東北支部研報告会論文募集スケジュールと募

集要項について紹介がありました。特に問題がありません。 

４）2014 年度予算案について、佐藤さんより紹介がありました。フォーマット変っ

たこと以外、特に問題がありませんでした。 

５）全国大学高専卒業設計展示会の会場と予算について：今まで通りで行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

６）展示会の「作品選集 2015」の次期選考委員について：2 名ほど（部会長になる

人を含む）の推薦がありました。        

７）2014 年度設計競技支部審査員の選出について、3 名は決まっていて、小地沢先

生と佐藤慎也先生（これから打診）を推薦することになりました。 

８）日本建築学会東北支部年報 第 34 号企画案について審議と議論がありました。 

９）支部研究補助費の申請について：環境工学部会よりの申請があり、関係する書

類が紹介されました。 

 

 今後の予定について 

2014 年 2 月役員会の日程を、吉野会長と日程調整で 2 月後半に 

 

 


